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繰りこみ群の数理科学ての応用

はしめに

繰り込み群は,物理学の流行としては熱狂的なピークは過ぎたと思われ
るか,数理科学に於ける解析手段として,その重要性は大きくなってきて
いるその代償として,初期の繰り込み群の単純さは精密科学になるにつ
れて失われ,込み入った評価や複雑な非線形漸化式の解析なとを多用する
場面か増えてきたことも否めない さらに応用分野か拡かるにつれて研
究者間の相互理解か難しくなってきたようであるそこてこの分野で仕事
をしている研究者を一同に会して,相互に意見を交流しようというのか動
機である
今回は添付されたプログラムにあるように,場の理論への応用,力学系
や統計力学への応用,(非線形)偏微分方程式への応用なと 18の報告かさ
なれ,40駅程の参加者か見られた今回の特記すべきことは,非可換空間
上の場の理論の構成についての,Rユ vas seau教授の一連の講演と千葉博士
の非線形微分方程式のアトラクターの研究て参加者の強い興味を集めた。
又柳沢教授には Ya Slna1の Navler S七〇 kes方程式の乱流:解に関する論文
をレヒューしていたたいた。ここにお礼を申し.ヒげたい。会議は参加者
の序列な知的好奇心と活発な議論て盛り上がり講演者と参加者には心か
らお礼を申し上げたい

研究代表者 伊東恵一
摂南大学工学部
数学物理学教室

一本研究会及ひ,過去に行われた研究会の講演アブストラクト,講演原稿
等は以下のホームベーンで閲覧可能です。

h七七 P /!www se七 sunan ac J P/mp9/conf s/r■msO7/renomO7 h七ml
h七七 P //www se七 sun・an ac J P/mp9/conf s/



繰りこみ群の数理科学での応用
研究集会

京都大学数理解析研究所の共同研究事業として,下記のように研究集会を
催しますので,ご案内申し上げます

研究代表者 伊東恵一
(摂南大学・工学部)

副代表者 廣島文生
(九州大学・院・数理)

日時

場所

9月 12日 (水)
11 30-12 20

14 OO-14 50

15 OO-15 50

16 OO-16 50

9月 13日 (木)
09 30-10 20

10 30-11 20

11 30-12 20

2007年 9月 12日 (水)1130{̃}
9月 14日 (金)1650

京都大学数理解析研究所一階 115号室
京都市左京区北白河追分町
市バス農学部前または北白河下車

プログラム

青木健一,小林玉青 (金沢大学・大学院・理)
Fmlte Range Scahngによる一次元長距離相耳作用系の解析
V Rivasseau (Univ Paris XI)
Rigorous Noncommutative Renormahzation (1)
Motivations and Overview
鈴木章斗,佐々木格 (北海道大学・大学院・理)
Fermiom c Renormahzation Group Method Based on the
Feshb ach Map
廣島文生 (九州大学・大学院・数理)JLorincz1(TUM, Muenchen)
Functiona1 integral Represent ation of the Pauh-Fierz
Model wlth Sp皿 1/2

【午前】
渡辺秀司 (群馬大学・大学院・工情報)
Mathematical Analysis of the B C S-Bogolyubov Theory
田村博志 (金沢大学・大学院・自然科学)
Boson Gas Mean Field Mo dels m Weak Trapping Potentials
by Means of Random Pomt Fields
伊東由文 (徳島大学名誉教授)
What are happemng m the Physics of Electrons, Atoms
and Molecules ? Phys ical Reahty Revisited



9月 13日 (木)
14 OO-14:50

15:00-15:50

16:00-16・50

9月 14日 (金)
09:30-10:20

10:30-11・20

11:30-12:20

14:00-14:50

15:00-15:50

16:00-16:50

【午後】
V・RIvasseau(Unlv. Parユ s XI)
Rigorous Noncommutative Renormalization (II)
Scales and Renormalization Group
柳沢卓 (奈良女子大・理)
On the paper“ Blows Ups of Complex Solutions of the 3D
Navier-Stokes System and RG Method”by Ya Sinai et al.
中野文彦 (高知大学・理学部)
Recent Topics in the Theory of Random Schroedinger Operators

吉田稔 (関西大学・システム理工学部),S.Albeverio(Bonn)
New Renormalization for the Field Operators on
Constructive QFT by means of the且 ida product
千葉四人 (京大・大学院・情報学数理工学)
Approximation of Vector Fields on the RG Method and
its Application to the Synchronization
西野友年 (神戸大学・大学院・理)
Corner Transfer Matrix Renormalization Group Method
and its Application to the 2D lsing Model
V. Kvasseau (Univ. Paris XI)
Rigorous Noncommutative RAenormakzation (III)
Constructive Aspects
M. Wunsch (Wien Univ & Kyoto Umv )
On a One-Parameter Fluid Dynamics Mo del Equation
久世深雪,廣島文生 (九州大学・院・数理),
伊東恵一 (摂南大・工)
Non-Linear Evolution Equations derived from
the RG equations of Wegner一且 oughton-Aoki type



繰りこみ群の数理科学での応用

Applications of Renormalization Group Methods m Mathematical Sciences
RIMS研究集会報告集

2007年 9月 12日{̃}9月 14日

研究代表者 伊東 恵一 (Kellchl R Ito)
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注プログラムタイトルとプロシーディングタイトルが異なる場合があります。
原稿は講演順にページが付けられています。
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